
令和７年４月版大阪市更生療育センター

親 子 通 園
（児童発達支援センター）

親子で一緒に療育に参加しませんか？

●親子とスタッフが同じ場所（場面）を共有するこ
とで、子どもの育ちを共に考えることが出来ます。

●保護者同士のつながり、情報交換の場になりま
す。

●親子で活動に参加でき、お子さまが安心した
環境で遊びを楽しむことができます。

お子さまが安心できる親子通園という環境の中で、
お子さまは新しいことにチャレンジし、

保護者の方はお子さまへの理解を深めることができます。

「受給者証」をお持ちの

就学前のお子さま対 象

「受給者証」に基づく、利用者負担があります。

年少～年長：保育料無償化対象

～２歳児（第２子以降のお子さま）

：児童発達支援等利用者負担給付金 対象

＊給食提供があるクラスは、給食費の利用者

負担があります。

（給食提供のないクラスもあります。）

センターご利用中の保護者さまの感想

（保護者アンケートより抜粋）親子通園のメリット

丁寧に子供も見てもらえて、ありがとうござい

ます。子供も楽しく通っています。自分を尊重

してもらえるのが、嬉しいようです。

はじめて親子通園したが、本当に良かったと

思っている。

●保育士、言語聴覚士、

公認心理師など

専門スタッフが在籍

●低年齢のお子さまから

ご利用いただけます。
●年度ごとに

クラス編成を行います。

お子さまの発達状況等を

加味し、クラス編成を行

います。

週１日１時間のクラス療

育です。低年齢のお子さ

まを対象として、週２日

１歳児クラス～年長ク

ラスのお子さまに、ご

利用していただけます。

保育所等に通われてい

る方もご利用いただけ

ます。

様々な専門的な視点から、

療育プログラムを立案・

支援しています。

管理栄養士も在籍してお

り、栄養相談にも応じて

います。

●保育所等訪問支援事業、

障がい児相談支援事業を

実施しています。

保育所等との連携や

地域の情報提供など、

訪問型の支援にも取り

組んでいます。

●親子で一緒に

プログラムに

参加していただきます。

療育のねらいやお子さま

の様子を共有します。

ご家庭とセンターが連携

して、地域で豊かに生活

していけるように目指し

ます。

●自己肯定感・達成感を

育んでいきます。

「もっと遊びたい」、

「知りたい」など お子

さまの気持ちを育て、

自ら活動に参加する

土台作りを目指します。

ご利用

料金



令和７年４月版療育プログラム内容　

自由遊び／はじまりの会　など

設定遊び／課題　など

運動遊び

お帰りの会

療育の振り返りをしながら、次回に向けて支援方法などを一緒に考えていきま
す。

※通園クラスによって、プログラム内容は異なります。

・クラス療育の中で、お子さまが自分で気づけるように、視覚支援でその日の
スケジュールや遊びのルール等を提示します。その中で、他者との適切なやり
とりや協力して課題に取り組めるように支援をします。

・運動遊びを通して身体づくり、自分の身体の変化に気づき、遊具等で遊ぶ楽
しさを体験、経験していきます。

・遊具の交代や順番など、遊びのルールやモデルも、お子さまがわかるように
提示します。

・親子でふれあい遊びや感触遊びなど、お子さまの「わかった」　「できた」
経験の積み重ねの中で、お子さまが活動へ参加できるようにします。

親子で玩具などで一緒に遊びながら、集団療育に向けてお子さまの気持ちを準
備していきます。

社会福祉法人 大阪市障害者福祉・スポーツ協会

大阪市更生療育センター

06-6797-6682

受付時間

月～金曜日（土・日・祝日は除く）

９時００分～１７時３０分

お

問

い

合

わ

せ

二次元バーコードより検索できます。

個別支援

クラスでの集団療育

と別日での個別療育

（事前申込）を

組み合わせています。

個別性のある療育を

行っています。

保護者支援

子育てに関する悩み等に

つきましても、

ご相談をお受けします。

新たなにお子さまへの

気づき・発見をして、

お子さまへの理解を深め

ていきます。

移行支援

就園・就学に向けて

「サポートブックの勉

強会」など、 地

域移行に関する 情

報提供を

実施しています。


